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ック障害の諸症状を引きおこすと考えられている(Gorman et al., 2000)．先行研究において，これらの大
脳領域の灰白質の減少および脳幹の容積増加が報告されている(Yoo et al., 2005, Asami et al., 2008, Uchida 





Markowitz et al., 1989, Ormel et al., 1994, Eguchi et al., 2005)．しかしながら，これらの機能障害の基盤であ
る神経病理は未だ明らかになっていない．上述の通りパニック障害に関連している脳領域は多数存在す
るが，なかでも，我々は眼窩前頭回（Orbitofrontal gyrus: OFG）に注目した．OFGは不安制御や社会機
能に関連しており(Kringelbach and Rolls, 2004, Kringelbach, 2005)，また，パニック障害で重要な役割を果







るPanic Disorder Severity Scale（PDSS）および全般的な心理学的，社会的，職業的機能を評価する





，多領域白質領域に認められた(p < 0.05, False Discovery Rate (FDR) corrected)．さらに，右側OFGの白質
容積と，PDSSで評価された患者の臨床症状の重症度に有意な負の関係が見られた．追加で行った相関
解析では，右側OFGの白質容積とPDSSの以下の下位項目とに有意な負の相関が認められた（「パニ
ックに関連した感覚への恐怖と回避」(rho = -.44, p = .005)，「パニック障害による職業上の機能障害」
(rho = -.46, p = .003)，そして「パニック障害による社会機能の障害」(rho = -.45, p = .004)）．また，パニ
ック障害群において，右側OFGの白質容積とGAFスコアーとの間に有意な正の相関が認められた(rho 





経路を通じて扁桃体に送られる(Gorman et al., 2000)．さらに，この従来の仮説を拡張し，島回，前部帯
状回，上側頭回が恐怖回路において重要な役割を果たすという考えも述べられている(Lai and Wu, 2012, 








































図1 パニック障害患者において対照健常者と比べて白質容積が減少している領域(Konishi et al., 
2014) 
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